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梅雨前線による京都府の大雨の見通し 

• ２４時間降水量が観測史上１位を更新しているアメダス地点があり、すでに記録的な
大雨となっている所がある。 

• 梅雨前線は、８日頃にかけて停滞するため、京都府では非常に激しい雨が降り、引き
続き記録的な大雨となるおそれがある。 

• 記録的な大雨により、土砂災害の危険度がさらに高まり、極めて危険な状態となるお
それ。８日にかけては、土砂災害、浸水害、河川の増水や氾濫に厳重な警戒が必要。
早め早めの安全対策を講じてください。 

• 重大な災害が発生するおそれ。 
• 土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒 

地上天気図（7月6日03時） 予想天気図（7月6日21時） 予想天気図（7月7日21時） 2 



７月６日7時までの４８時間解析雨量と危険度分布 

京都・亀岡を中心に記録的な大雨となっている。京都市京北では、６日０２時３０分までの２４ 
時間降水量が２９０．０ミ リとなり、１９７６年の統計開始以来、観測史上１位の値を更新した。  

土砂災害の危険度分布 ７月６日7時30分現在 ７月６日7時00分までの48時間解析雨量 3 



洪水警報の危険度分布と土砂災害警戒情報 

土砂災害警戒情報発表地域 
７月６日7時30分現在 

洪水警報の危険度分布 
７月６日7時30分現在 
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京都地方気象台（7月6日８時現在） 

６日から７日に予想される１時間降水量は、  多い所で、 北部 ５０ミリ        南部 ５０ミリ 
７日０６時までに予想される２４時間降水量は、多い所で、 北部 ２５０ミリ       南部 ２５０ミリ 
８日０６時までに予想される２４時間降水量は、多い所で、 北部 １００から２００ミリ  南部 １００から２００ミリ 

7月6～7日にかけて京都府の雨の見通し 
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6日 7日 8日
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前線は次第に西から北上するため、６日昼前から７日昼前にかけて、大雨は北部中心となる見込み。 
７日午後の予想は、低気圧や前線の動向が不確実で、雨量予想も不確実性が大きい。８日朝には、降水が弱まる見込み。 
今後、最新の気象情報を利用願いたい。 

8日朝には 

降水が弱まる
見込み 

強雨域、雨量に不確実性がある 
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     24時間降水量の極値 ～2018年7月6日7時現在～ 参考資料 

今回の雨で 
極値を更新 
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